
平成 23 年度 第 3 回 常務理事会 会議録 （案） 

 

日時 ： 平成 23 年 8 月 12 日（金） 18：30～21：10 

場所 ： 岐臨技事務所 

出席者： 北村、石郷、永井、近藤、兼子、鈴木、山本（貴）、田中、臼井、

平沢（１０名） 

進行 ： 北村 顕 

 

【北村会長】 

  ・第 3 回目の常務理事会を開催します。 

  ・「第 51 回中部支部学会」と「60 周年記念事業」は、毎回議題頄目として上げて貰い、

皆さんにも意識してもらいたいと思います 

 

１．第 51 回 中部支部学会について 

【北村】 

・今度の理事会には、実行委員長から誰と誰を視察として派遣して欲しいと提案が出

てくるかもしれません。 

 

２．第 60 周年記念事業について 

【北村】 

・両副会長から進捗状況について進展のある時は、報告をして頂きたい。 

【石郷】 

・場所と時間を押さえてあるので、後は式典をどのように進行するのか、誰を呼ぶの

か、予算をどのくらいにするのか。 

 【永井】 

  ・項番としては、始めから招待者にしゃべってもらうのか、（スライドを使いながら）、

その後会長にしてもらうのか。 

 【北村】 

  ・県知事を呼ぶのか、日臨技の会長を呼ぶのか。 

 【石郷】 

  ・来賓をどうするのか考えていく。 

 【北村】 

  ・出来ることでやって行ってもらいたい。 

 【石郷】 

  ・中部の会長を呼ぶことも検討します。 

 【石郷】 



  ・理事会の開催数も決っているので、早めに決めて行きたい。 

  ・各県は 5 年ごとに行っている。 

 

３．第 61 回日本医学検査学会のご案内について 

【北村】 

・いよいよ 1 年を切っていろいろな準備もあって中部として協力してやっていく企画

もあります。 

  ・中部研修企画というプログラムもあります。 

   

 

４．第 61 回日本医学検査学会シンポジウム講師選出のお願いについて 

【北村】 

・岐阜県は、「近隣県での連携した標準化事業への今後の展開などについて」事業部よ

り講師の派遣について依頼を受けています。 

  ・「田中 滋人」精度管理事業部長を推薦しました。 

   

５．第 61 回日本医学検査学会パネルディスカッション講師選出のお願いについて 

【北村】  

・初めは山本さんの方でやるという話で進めていたのですが、岐臨技独自で出してい

くこととなりました。 

  ・「森 さゆり」さんを推薦しました。 

   

６．第 50 回中部医学検査学会 一般演題の座長推薦について 

【近藤】 

 ●座長推薦候補者について（近藤） 

    ・臨床化学 1 名 …… 東海中央病院 渡邊 景介（班長） 

    ・生理   2 名 …… 岐阜県総合医療センター 森 晴男（班長） 

                東海中央病院 林 博之（副班長） 

    ・血液      1 名 …… 大垣市民病院 新川 和功（副班長） 

    ・一般      1 名 …… 中津川市民病院 林 泰子（班長） 

    ・免疫血清  1 名 …… 中濃厚生病院 武藤 延秋（班長） 

    ・微生物    1 名 …… 東海中央病院 宮部 高典（班長） 

    ・管理運営  1 名 …… 岐阜赤十字病院 木村 泰 

      合計 8 名  

  ・8 月 10 日までに返信を貰いたいとの趣旨でしたので、北村会長には、連絡し、承諾

を戴きましたので、常務理事会での承諾を頂きたいのでお願い致します。 



 

【北村会長】 

・この件に関しまして承諾していただける方は挙手をお願い致します。 

   （挙手多数） 賛成多数により承諾された。 

 

７．第 27 回 岐阜県病院協会医学会について 

【近藤】 

●開催概要等について 

  ・平成 23 年 10 月 9 日（日） 

  ・長良川国際会議場 

  ・学会長 山内 英通（山内ホスピタル 理事長） 

  ・山内ホスピタルの技師長から生涯教育の点数を付けることが出来ないかという相談

があった案件について 

    ≪岐阜県臨床検査技師会 共催≫ という文言を入れて頂く事を提案した。 

  ★一週間ほど前に電話があり、『案内には時間的に載せる事が出来ないので、抄録集に

載せる。それで良ければ点数加算をしてほしい。』との旨の要請でした。 

            ↓ 

  ☆共催が収録された抄録集を確認後に、生涯教育としての点数加算をしたいと考えて

います。 

   ・参加者、発表者、座長の検査技師についてリストを頂いて登録する。 

○このような方法で良いかどうかを審議いただきたい。 

 

【北村・石郷】 

   ・次回からは、協力要請について会長宛の文書を発送して貰いたい。 

 

●新聞報道の記事について報告。 

 

○フォトサーベイ検討会会議開催の報告について 

   ・学術部、精度保証部 どちらの予算執行になるのか？ 

   ・すでに終了した会議の決済について審議いただきたい。 

   ☆決済書の意見欄に「会議開催前に連絡や申請を行う様に。」という注意を記載する。 

 

【北村会長】 

  ・2 題のことについては宜しいでしょうか。承諾の方は挙手をお願いします。 

   （挙手多数） 

   はい、有難う御座いました。 



 

８．「日臨技臨床検査データ標準化事業」への協力について（依頼） 

精度保証事業部 

【田中】 

●プール血清などの相互利用について 

  ・三重の精度保証事業部より去年も申し出がありまして、今年それが実現しました。 

・8 月 29 日（月）に三重の方からプール血清のアブノーマルのデータを戴ける。 

  ・岐阜県からは、ノーマルのデータを三重に送る。 

  ・お互いに作成したプール血清を遣り取りすることにより、データ交換も出来るし、

その後に集計の方も広がっていくのではないかと思い、最初の試みとして考えてい

ます。 

  ・三重はプール尿をすでに他県とやっていて上手く行っているとの報告も頂いている。 

  ・精度管理のプール血清プール尿については、材料費の支出に関しても安くなる事が

見込まれます。 

【田中】 

●東海地区分析研究会 

・日臨技の方から「精度認証制度」、「日臨技臨床検査データ標準化事業について」の 2

題がありますので、平光氏と共に出張に行ってまいります。 

 

９．日臨技国民健康増進事業について 

【北村】 

・乳がん撲滅啓発事業の名称が変わりました、という報告内容のメールです。 

 

 組織調査部 

【臼井】 

 ●日臨技国民健康増進事業 企画書および予算書について 

  ・先月の理事会で各地区理事に依頼した開催希望について集計したものを企画書にし

ました。 

  ・企画書は先月、北村会長より中臨技、日臨技へ申請して頂きました。 

  ・受けて頂きました。（北村） 

  ・エイズに関しては 12 月に行う予定にしています。 

  ・講習会については現在山本先生と検討中。免疫血清グループと微生物グループに、

今後アプローチしていかなくてはならない。 

【北村】 

 ・メンバーについては選出して下さいと山本さんから聞いている。 

【近藤】 



  ・学術部としては何も聞いていない。 

【北村】 

  ・各地区から推薦してもらいたいという方式については相談を受けました。 

【近藤】 

  ・地区ごとの学術部関係者というものはいないと思います。 

【臼井】 

  ・もう一度、詰めてから次の理事会に諮りたいと思います。 

【北村】 

  ・この事は、ある程度固めていかないといけないと考えています。 

 

１０．広報宣伝部 

【山本】 

・第 19 号を 8 月中に発行したい。 

 

１１．法人対応部 

【鈴木】 

・気になる箇所を確認して修正等をおこなっていきます。 

  ・電子申請ですが、現在のここの法人区分は何という名称でしょうか。 

・特例民法法人のはずですが、区分が無いようです。社団法人で良いでしょうか。 

  ・選挙管理規定を作るという事ですが、今後どういう風にやっていくのか決めて頂き

たい。 

【北村】 

  ・委任状の事、会長選挙の方法等については今後も継続的に検討していく。 

  ・常務理事の皆さんも内容について考えておいてください。 

 

１２．会計部 

【兼子】 

  ・特にありません。 

【北村】 

  ・大一プリントからは何か言ってきていますか。 

【兼子】 

  ・あれからは特に連絡はありません。 

【北村】 

  ・大一プリントの言っている事の主旨が良く理解できませんので、向こうが言って来

るまで静観したいと思います。 

 



１３．庶務部 

【平沢】 

  ・冷蔵庫が新しくなり、内容量も大きくなりましたのでお使い下さい。 

  ・大学病院 西村孝理事については体調不良との連絡が本人よりありました。 

【北村】 

・病欠（長期療養）として対応してください。（北村） 

 

●中間監査、特に事業報告については、いつ頃の予定としますか。 

 （意見） 

・そんなに早い時期には出来ない。11 月頃になるのでは。 

【北村】 

・事業計画に基づいて、9 月末日までにどこまで執行出来ていますとの報告で良いはず。 

 

【北村】 

●9 月 11 日に「各県会長、副会長の合同会議」があります。 これに出席してきます。 

 

 

１４．その他 

 

 ●資料館運営活動について（北村） 

  ・9 月 7 日（水）午後 2 時 岐阜医療科学大学 1 号館前に集合とします。 

  ・メンバーは、北村 顕会長、鈴木 敦、平沢 弘行、松山 昌史 の 4 名です。 

  ・日臨技より、「資料を貸してもらいたい。」との要請があった。 

 

 ●平成 23 年度 中部地区輸血実技研修会の募集要頄について 

・資料に基づき説明がなされた。（北村） 

 ●平成 23 年度 中部地区輸血実技研修会の募集内容修正について 

  ・資料に基づき説明がなされた。（北村） 

 ●公衆衛生協議会 総会資料について 

・資料に基づき説明がなされた。（北村） 

 ●『平成 23 年度 健康福祉まつり』中津川（東濃地区） 

  ・中津川市民病院の会員技師から、中津川市の担当者に連絡を入れて、次回からは 

「岐阜県臨床検査技師会」という文言を共催団体としてポスターや資料に載せて貰う

ようにしてほしい。（石郷） 

 ●平成 23 年度第 2 回常務理事会会議録について 

  ・承諾された。 



●兼子会計部長より 

  ・公衆衛生協議会へ友誼団体費として￥3,000 円を支出しましたので、お願いします。 

 

【北村会長】 

  ・それでは、平成 23 年度 第 3 回 常務理事会を終了します。ご苦労様でした。 


